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１　今年度の最終評価について

　（１）学習指導

　（２）生徒指導

　（３）進路指導

　（４）業務改善

２　学校教育活動について

３　学校運営への提言
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　本校は変革の時期を迎えている。これをチャンス
と捉え、宇和島市と連携しながら本校への期待や御
支援に応えられるよう努力していきたい。

　　学校の魅力を全国にアピールして生徒を集め、水産・海洋関連
　産業を支える人材を育成して欲しい。

地域代表、愛媛県漁業協同組合宇和島支所　副運営委員長

中学校関係者、宇和島市立城東中学校長

評　　価　　・　　提　　言　　等 提言等に対する改善方策等

　１年生の退学者が多いことが気になった。それに対して２、
３年生は退学者がいないので良かったと思う。以前と比べると
皆勤率が下がってはいるが、それでも皆勤の生徒が多いように
思われれる。引き続き指導をお願いしたい。
　水産高校の生徒は以前と比較して、挨拶もよくしてくれるな
ど、すごく良くなってきている。
　

　学習時間の習慣化については、昨年度と比較してあまり伸び
ていないように感じる。家の手伝いや習い事など勉強だけでは
評価できない面もあると思うので、様々な面で生徒を成長させ
てほしい。校内テストの結果については、生徒はもちろん先生
方の頑張りが伺える。継続をしてほしい。楽な方に引っ張られ
る生徒もいると思うが、自分の目標を見つけられるよう指導し
ていただきたい。

　特に平日や休日の家庭学習について、資格や校内
テストの勉強を行わせるなど継続して指導していき
たい。校内テストについては、１年生で共通のプレ
テストを行うなど、小テストに取り組む意識を高め
られていると感じる。しかし、生徒間の点数差が大
きいため、今後は放課後等も利用して指導していき
たい。

　今年度は、有職青年と付き合うことにより、勉強
に身が入らなくなったことが原因で退学する生徒が
増加した。
　目標なく入ってきた生徒が心配であるが、魅力の
ある取組を続けていくとともに、学年団を中心に生
徒本人に注意喚起し、家庭ともしっかり連携してい
きたい。

　卒業生の60％が水産・海洋関連業界へ就職しており、素晴ら
しい。今後の就職に大いに期待している。
　進学についても、４年制大学進学者がおり、よく頑張ってい
る。大学に進学している卒業生も活躍している。大学へ行きた
いという生徒のために、先生方も尽力してくださる。それが中
学校にも伝わっている。皆が入りたいと思う学校になっている
ので、これからも期待している。

　進路については、１年生からの意識付けが大切で
あるので、早めに具体的な目標を設定させ、学年、
教科担任、進路課等で連携して、必要な対策を進め
たい。就職においては、３年間学んだ専門分野を生
かした就職先に就くことや、水産業に携わって地域
を支えていくことの大切さなどを継続的に伝えてい
きたい。進学においては、特に４年制大学への進学
には学力が求められるため、必要な学力を身に付け
られるよう、１年生から継続して指導していく必要
があると感じている。

　校内外でいろいろと忙しいことと思うが、生徒のためにも継
続して働き方改革に取り組んでほしい。

　一人１台パソコンや校務系ネットワークの更なる
活用と業務の平準化に努めるとともに、教職員全員
が有給休暇を取得できるよう環境改善に努める。教
職員のメンタルヘルス改善のための声かけや健康相
談の機会をこまめに設けるよう努める。

　　出前授業や魚食教育活動、海洋環境の改善など、様々なところ
　で生徒が活躍してくれている。今後も引き続き、地域と連携して
　活躍して欲しい。

　今後も地域や企業等と連携し、負担が大きくなり
すぎないよう考えながら、積極的に取り組んでいき
たい。


